
  

  新年に願うこと 

校長 渡部 智昭  

令和７年（２０２５年）がスタートしました。本年もよろしくお願いいたします。 

昨年の元日は、能登半島で大きな地震があり建物の崩壊や火災により多くの方が亡くなりました。地

震の後も、大雨の影響で土砂崩れが発生し被災が続き能登地方の方々は大変な１年になってしまいまし

た。現在も復興が進められていますが作業がなかなか進まず、時間がかかっているのが現状です。１日

でも早い復興を願っています。 

さて、正月三が日関東地方は晴天が続き穏やかに過ごすことができました。私事ですが、元日は東京

にある妻の親族のお墓へお参りに行きました。その後、そこからほど近い湯島天満宮に行って合格祈願

のお守りを買って帰りました。今年我が家に受験生がいる関係で陰ながら力になればとの思いで天満宮

へ行きました。本人は通学している高校の自主学習に早朝より参加していて一緒ではなかったのですが、

本人に代わっての合格祈願です。受験生に正月はありません。高校の補習に塾に家庭学習にとよくがん

ばっています。お守りは買いましたが、ちゃんと神様も見ていて努力をしていないと味方はしてくれな

いのです。「努力は報（むく）われる」を心しておくことが大切だと思います。二日は箱根駅伝を見ての

んびり過ごしました。今年も青山学院大学が２区から強さを発揮して、５区でそれまで１位を続けてき

た中央大学を抜き逆転の往路優勝を決めました。やはり青山学院大学は強いなと改めて思いました。三

日は初詣に行っていなかったので、午前に宮前氷川神社に行きました。参道がきれいにされ幟旗が掛け

られていてお正月らしさを感じました。手水場でお清めをして、本殿へ行きました。本殿に拝礼の仕方

（二拝二拍手一礼）が表示されていてそれを見ながら行いました。今年も家内（校内）安全や無病息災

（健康な生活）などこの先も大きな事故なく過ごせますように、そして３年生が無事に受験を終え卒業

式を迎えられるように（１，２年生の進級も）お祈りしてきました。午後には箱根駅伝もゴールを迎え、

青山学院大学が２年連続の総合優勝を決めました。10 人で襷をつないでいく駅伝競走大会で、10 人み

んなが体調のいい状態をキープすることは並大抵のことではないと思います。ゴール地点で原監督と寮

母をしている原監督の妻の美穂さんが胴上げされていました。陰で選手を支える存在があっての総合優

勝なのでしょう。本当にすばらしいなと思いました。 

話は変わりますが、２年生は今月２１日（火）～２３日（木）で舘岩自然の教室が行われます。福島

県南会津町にあるさいたま市立舘岩少年自然の家に宿泊して、スキーを中心とした自然体験学習を行い

ます。スキー実習を行う会津高原たかつえスキー場は、昨年の１２月２０日がスキー場のオープンでし

た。暖冬で雪が少ない年がある中で、今年は雪が早くから降りオープン当日は 80 センチの積雪でした。

１月２日現在 110 センチの積雪で自然の教室当日はとても良いコンデションでスキー実習ができそう

です。テレビの天気予報を見ていて、今年の冬の雪が多い理由として、夏の暑さが関係していると言っ

ていました。日本海の海水温が夏の暑さで高くなり１２月でも例年に比べて高いところに、大陸から寒

気がやってきて雪雲を発生させるとのことでした。これから、インフルエンザなど感染症の流行が心配

されます。宮前中では冬季に保健委員会が中心となり教室の換気を呼びかける活動をしてくれています。

当日まで感染症には十分気をつけたいと思っています。箱根駅伝の選手たちを見習って体調管理の徹底

をしていきたいと思います。保護者の皆様もご協力をよろしくお願いいたします。 
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１月の行事予定 

 


